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2020年 新春

旧年中はお世話になりありがとうございました

今年も よろしくお願いします

2020年 、子の年。ネズミ年が
明けました。ネズミは 1300種 以上
いて、家ネズミと野ネズミに大別され
るといいます。縄文時代 (紀元前 1万
年～紀元前 4世紀)の貝塚にネズミの
骨が発見されるので昔から人間と一緒
のようです。 日本列島にはアジア大陸
から人間より早くやつて来て、約 1万
年前の最終氷期 (今 より6度ほど気温
が低かつた、海面も120mほ ど低かつ
た)も生き延びてふてぶてしく繁殖 し
ています。子の年は生命力浴れる年で
す。昨年騒がれた「天皇制」や 「令和」
なども本や文字の世界だけでなく地球
45億年・ 自然の歴史の中で洗いなお
してみる価値はあります。

新 年 早 々 、ゴーン元・ 国産社長
がCIAや 007の スパイ映画のよう
に、日本を脱出してレバノンにいます。
「日本の司法制度」の下では、夫婦も
一緒に生活出来ないとか、公正な裁判
が出来ないと報道されています。大金
持ちの特権が目立つ行動ですが、安倍
政治だけの価値観・判断だけでは終わ
らない物事が増えるグローバル時代に
なっています。 トランプ大統領がイラ

ンの優秀な軍事指導者をイラク・バグ
ダットで殺害し、中東アラブが火を噴
きそうです。石油も値上がりしてきて、
生活のあらゆる面に影響しそうです。

日 常 生 活 では、昨年秋からの消
費税 10%がズシリと効いてきており、
米中貿易戦争、日韓対立など、景気は
暗く、重たいものになっています。キャッ
シュレスやポイン ト還元とか税の基本
である「わかりやすさ」「公平・公正」
からも、消費税が批判され問題のある
状況にあります。
経済は日銀のマイナス金利や金融緩和
で、株式市場も日銀や年金機構が官製
「株高」を買い支えています。今年は
夏にオリンピック、パラリンピックも
あり景気の後退・減速が予想 されてい
ます。

今 の 社 会 は、デジタル `情報化、
AI(人 口頭脳 )、 ビッグデーターな
どがもてはやされ、いろんな旧来の制
度やシステムが変わってきていて 「不
確実社会」といわれます。半導体やコ
ンピューター、最近では5G(次 世代
通信、今のスマホのレベルは4G)



量子コンピューターが追求されていま

す。 日には見えない ミクロの世界、
「原子」の構造や動きが解明されてき
た科学の成果の上に「スマー トホン」
やインターネットなどの情報化社会が

生まれてきています。

我 々 の 労 働 運 動 、 労働
組合からいえば、スマホやパソコンの

デジタル機器や機能をまずは使いこな
し、活用する諸活動をすることが喫緊
の課題ではあります。太平ビルサービ
ス分会のHP作成の活動に学んでいき
たいとおもいます。ただ、今、思 うこ

とは唯物論の深化として、ミクロの世
界、日には見えない原子・素粒子の存
在と動きを解明してきた 「量子論」か

らいえば、 (人間も原子や素粒子から

出来ているわけで)それを踏まえての

人間の活動、社会運動や労働運動が改
善・改革されることがあるのではない

か、と考えるところです。そういうこ

とを語る人はまだ少数のようで議論の

あるところですが生まれてきて当然の

考えです。

最 近 流行 りだしたSDGs(持 続
可能な開発目標)も取り組める範囲で、
課題 として実践・活動していきましょ

1/14(火 )

2/7(金 )

3/上 旬  春

う。支部の中には産業廃棄物や水、下
水・環境などに係る労働をする分会が

あります。水、C02(二 酸化炭素)、

温暖化、海洋プラスチックなど人間に

とつて重要な人間 0地球環境に係るし
ごとです。職場、仕事の現実から遊離
しない形・内容で経営、地域行政にも
提起したりして、支部内でも学習しな
がら取りくんでいきましょう。

さ て 今 年 も 、 もうすぐ春闘に
入つていきます。 1/14(火 )には

支部新春懇談会では春闘要求内容も意
見交流 したいと思います。 1/28
(火)は関西地本での春闘討論集会が

あります。また、全国的には 1/30
(木)～ 31(金 )に豊橋で全港湾中
央委員会が開かれ、春闘の基本要求が

決定します。それを踏まえ、 3月 上旬
には各経営には要求提出します。各分
会は職場要求を執行委員と相談しなが

ら要求内容を決めるようにしてくださ
い。毎年のことですが、昨年実現でき
なかった課題を明確にしながら実現し

乗 り越えるように共に活動していきま
しょう。
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全_後 の 予 定

00太 平 執 行 委 員 会
30支 部 新 春 懇 談 会
00太 平 大 東 旗 開 き
45南 大 阪 旗 開 き (田 中機 械 )

30地 本 労 災 職 業 病 対 策 委 員 会
00太 平 紀 和 旗 開 き
00地 本 20春 闘 討 論 集 会 (第 1セ
00全 港 饉 J央 委_員 全二豊猜 ～
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